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	機能：p300/EP300との相互作用を介してp53/TP53応答を増強する補因子。p53/TP53依存性転写およびアポトーシスを増加させるため、DNA損傷などのp53/TP53ストレス応答において重要な役割を担うことを示唆している。,誘導：E2Fによる。,PTM：MDM2によってユビキチン化され、その後プロテアソームによって分解される。DNA損傷の場合、MDM2との相互作用が変化し、分解が阻止され、p300/EP300との相互作用とp53/TP53ストレス応答におけるその機能が可能になる。,類似性：1つのWH2ドメインを含む。,サブユニット：p300/EP300と相互作用し、複合体は活性化p53/TP53にリクルートされる。TTC5と相互作用する。,機能：p300/EP300との相互作用を介してp53/TP53応答を増強する補因子。 p53/TP53依存性転写およびアポトーシスを増加させ、DNA損傷などのp53/TP53ストレス応答において重要な役割を担っていることを示唆している。,誘導：E2Fによる。,PTM：MDM2によってユビキチン化され、その後プロテアソームによる分解が誘導される。DNA損傷の場合、MDM2との相互作用が変化し、分解が阻害され、p300/EP300との相互作用が可能となり、p53/TP53ストレス応答におけるその機能を果たす。,類似性：WH2ドメインを1つ含む。,サブユニット：p300/EP300と相互作用し、活性化p53/TP53にリクルートされる。TTC5と相互作用する。,
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	JMY抗体を用いたCOLO細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	JMYポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット分析

